


　裂の程度、外科的侵襲とその癩痕の度合いによって、唇裂、口蓋裂、唇顎口

蓋裂にみられる咬合異常にはさまざまな variations が考えられる。しかし、

一般的にみて、唇顎裂のもの、口蓋裂単独のものは、複合した唇・顎・口蓋裂

のものと比較すれば、比較的良好であって、一般の不正咬合の治療に加えて、

裂部周辺の特殊性(先天的欠如歯、過多歯、形態と形成異、極度の捻転、vertica1

な萌出異常、上唇の癩痕による異常・上顎歯列らの前後的、側方的狭窄、口蓋

の癒痕、残孔の問題、speech-aid 併用の間題等)が考慮されなければならない。


